
　
改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

で
は
、
第
３２
条
に
「
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
の
促
進
」
が
新
た
に
明
記
さ

れ
た
。
そ
こ
で
は
国
が
「
農
薬
や
肥

料
の
適
正
な
使
用
の
確
保
、
地
力
の

増
進
、
環
境
負
荷
低
減
の
た
め
の
生

産
方
式
の
導
入
を
促
進
す
る
施
策
を

講
じ
る
こ
と
」
と
と
も
に
「
農
産
物

の
円
滑
な
流
通
、
消
費
者
へ
の
適
切

な
情
報
提
供
、
環
境
負
荷
低
減
の
状

況
把
握
、
評
価
手
法
の
開
発
」
を
行

て
、
も
う
一
つ
に
は
「
先
進
的
営
農

支
援
」
と
し
て
減
農
薬
や
有
機
農
業

に
取
り
組
む
経
営
に
対
し
て
交
付
金

に
よ
る
助
成
が
な
さ
れ
て
き
た
。
背

景
に
は
高
齢
化
、
離
農
に
よ
る
水
田

の
荒
廃
、
生
態
系
や
景
観
の
消
失
も

あ
っ
た
。
現
在
、
基
礎
活
動
支
援
は

多
面
的
機
能
支
払
と
し
て
、
先
進
的

営
農
支
援
は
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
前
者
が
約
２
３
０
万
㌶
に
上
る
の

に
対
し
、
後
者
は
約
８
万
㌶
に
と
ど

の
チ
ッ
素
投
入
量
を
何
㌔
ま
で
と
い

う
よ
う
な
基
準
を
設
け
る
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
適
正
な
施
肥
は
気

候
、土
壌
、作
物
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
、
一
律
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
何
ら
か
の
数
値
的
な
基
準
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ

り
最
低
限
の
環
境
負
荷
低
減
の
農
業

活
動
が
拡
が
り
、
そ
の
上
で
有
機
農

業
な
ど
の
先
進
的
な
経
営
が
十
分
な

支
援
を
受
け
て
面
的
に
も
拡
大
で
き

る
よ
う
な
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
環
境
負
荷
低

減
施
策
を
期
待
し
て
い

る
。
　
　
　
＝
お
わ
り

う
と
さ
れ
て
い
る
。

　
農
業
が
環
境
に
及
ぼ
す
負
荷
の
低

減
に
関
し
て
は
２
０
０
７
年
以
来
、

一
つ
に
は
「
基
礎
活
動
支
援
」
と
し

て
水
路
や
農
道
の
掃
除
、
草
刈
り
な

ど
の
共
同
活
動
を
行
う
集
落
に
対
し

ま
る
。
一
方
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
法
に
沿
っ
た
１
万
５
６
９
０

（
２４
年
５
月
末
現
在
）
の
農
業
者
・

団
体
が
「
み
ど
り
農
業
者
」
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
。
関
連
し
て
機
械

導
入
、
施
設
整
備
な
ど
の
各
種
支
援

の
申
請
に
際
し
、
環
境
負
荷
低
減
の

最
低
限
の
取
り
組
み
を
要
件
化
す
る

こ
と
、
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
導
入
も
検
討
・
試
行
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
の
よ
う
に
例
え
ば
面
積
当
た
り

➍
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よ
り
実
効
性
の
あ
る
環
境
負
荷
低
減
策
を


